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発議第９号
新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見書
・コロナ禍で生まれた、市場に滞留する在庫を政
府が買い取るなどして、市場から隔離し、需給
環境を改善するとともに、米価の下落に歯止め
をかけることなどを要望するため衆議院議長、
参議院議長に意見書を提出する。

工事請負契約の締結
○鏡野町立香北公民館新築工事
　１億５２３１万６１２０円
　契約の相手　株式会社　中西工業所

○鏡野町立泉公民館新築工事
　２億４１８９万４８２９円
　契約の相手　株式会社　鏡水 

全議案は全会一致で可決となりました。（賛成：14、反対：0） ※原議長は表決に　加わりません。
令和3年9月会議（定例会）賛否の公表
報告

原案
可決

報告第3号
　鏡野町が出資している法人の経営状況につい
　て
報告第4号
　令和２年度財政健全化判断比率及び資金不足
　比率の報告について

一般会計補正予算

原案
可決

1億8300万円　増額
議第52号     
　◎令和3年度鏡野町一般会計補正予算（第４号）     
　歳入歳出予算に1億8300万円を追加し、
　総額124億6200万円とする。 

特別会計補正予算

原案
可決

議第53号     
◎令和３年度鏡野町国民健康保険特別会計補正
　予算（第２号）
　事業勘定638万3千円を追加し、
　総額15億8368万３千円に、
　直営診療施設勘定に296万8千円を追加し、
　総額2億8245万5千円とする。
議第54号     
◎令和3年度鏡野町介護保険特別会計補正予算
（第２号）
　歳入歳出予算に1億6562万6千円を追加し、
　総額18億3812万2千円とする。 

工事請負契約の締結

原案
可決

議第55号     
　鏡野町立香北公民館新築工事
議第56号     
　鏡野町立泉公民館新築工事

請願

採択 請願第３号
　新型コロナ禍による米危機の改善を求める請願

陳情

採択 陳情第４号
　地方財政の充実・強化を求める陳情書

動議

継続
審査

発議第８号
　議員　沖田清明君に対する懲罰動議について

意見書の提出

原案
可決

発議第９号
　新型コロナ禍による米危機の改善を求める意見書
発議第10号
　地方財政の充実・強化に関する意見書

条例の制定・一部改正

原案
可決

議第44号
　鏡野町立学校情報機器等整備基金条例の制定
　について
議第45号
　鏡野町会計年度任用職員の給与及び費用弁償
　に関する条例の一部改正について
議第46号
　鏡野町行政手続条例の一部改正について
議第47号
　鏡野町固定資産評価審査委員会条例の一部改
　正について

決算の認定

原案
可決

議第48号     
　令和２年度鏡野町一般会計及び特別会計歳入
　歳出決算の認定について
議第49号
　令和２年度鏡野町国民健康保険病院事業会計
　決算の認定について
議第50号     
　令和２年度鏡野町水道事業会計決算の認定に
　ついて
議第51号
　令和２年度鏡野町下水道事業会計決算の認定
　について

委員の選任

同意 同意第４号
　鏡野町固定資産評価審査委員会の委員の選任
　について
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高齢者等タクシー料金助成事業

令和２年度健全化判断比率（第３条関係）

1772万円

　65歳以上の高齢者の方や障がい者の方で運転
免許証を保有していない方、また、母子保健手帳
の交付を受けている方が利用できる。料金の６割
が補助（１回上限5,000円）される。対象者は
1500人程度となる。
 11月の広報で案内し、利用者証（写真付証明）
を11月中に作成（手続きは、町役場、各振興セ
ンター窓口で）していただき、町内の指定タク
シー業者に事前予約で利用していただく。12月
より実施、３月までの４か月間の予算。発着がど
ちらかが町内の場合は利用できる。同乗者がいて
も利用可。回数に制限はない。4か月の利用状況
を参考に来年度の予算を立てる。

保育支援システム整備事業費
1028万９千円

保育支援システムは、パソコンやタブレットを
活用し、保育業務の効率化を図るシステム
①保護者連絡の機能（出欠連絡、連絡帳の記入、
一斉メール等）
②登退園管理（紐づけされたカードなどを園の入
り口に設置したカードリーダーで読み込む。保
育室や調理室でも共有でき、健康状態も登録で
き、一覧で確認できる。）
③保育業務管理（一人ひとりの食事や検温、午睡
等の保育記録、指導計画作成等）。　
　園児の安全を把握するため、また、保護者への
連絡、日誌等、保育士の負担軽減のため保育支援
システムを導入する。

令 和 ３ 年 度 ９ 月
補 正 予 算（第４号）注目施策

（注）１.　実質赤字及び連結実質赤字が発生しない場合は、「-」表示である。
　　　２.　健全化判断比率が、早期健全化基準数値の一つでも上回る場合には、
　　　　　早期健全化団体として自主的な改善努力が義務付けられる。

（単位：％）

健全化判断比率

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

令和２年度各比率

ー

ー
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５ ７ . ９

早期健全化基準比率

１３.９８
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歳入　143億7098万円
（令和元年度額  119億2543万円）

令和２年度　歳入決算

町税  14.2%
20億4137万円

分担金及び負担金  1.4%
1億9651万円

繰入金  11.2%
16億861万円

繰越金  1.6%
2億2934万円
諸収入  1.3%
1億8212万円

地方譲与税  1.2%
1億6922万円
地方消費税交付金  2%
2億8249万円

寄附金・使用料
及び手数料  0.4%
6766万円

財産収入  0.5%
7516万円

地方交付税  34.2%
49億831万円

町債  5.8%
8億3812万円

その他（配当割交付金他）0.4%
6057万円

国庫支出金  19.4%
27億9207万円

県支出金  6.4%
9億1944万円

歳入歳出差引残額9億2902万円のうち5億円は財政調整基金へ。

財政の弾力性を判断する指数75～80%が健全とされる
85.0%経常収支比率

18%以上は町債の発行に県の許可が必要
11.4%実質公債費比率 地方交付税・環境性能割

交付金・ゴルフ場利用税
交付金・国庫支出金など

69.4%依存財源
99億7022万円

町税・財産収入・寄附金
繰入金・繰越金など

30.6%自主財源
44億76万円

町民税、固定資産税、
軽自動車税など私たちが
町に直接払っている税金です。

自治体の規模や財政に応じて
国から交付されるお金です。

保育や医療など
使い道の決まっ
た補助金です。

町の借り入
れ金です。

歳入（収入）

  自主財
源

143億
7098万円

　
　
　
依
存
財
源

30.6
％

69
.4

％

決　算　報　告決　算　報　告
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歳出　134億4195万円

令和２年度　歳出決算
（令和元年度額　115億309万円）

総務費  24.7%
33億2666万円

議会費  0.7%
9713万円

農林水産業費  7.7%
10億3893万円 労働費  0.1%

1150万円
衛生費  6.2%
8億2536万円

民生費  19.2%
25億7772万円

※千円単位は四捨五入により端数処理しているため、合計額と一致しないことがあります。

公債費  13.1%
17億5541万円

歳出（支出）

災害復旧費  0.7%
1億75万円

土木費  9.9%
13億2707万円

消防費  2.5%
3億3546万円

教育費  8.1%
10億8870万円

商工費  7.1%
9億5726万円

　経常収支比率は85.0％で昨年度より0.3ポイント改善
されているものの財政構造の硬直化の進行が危惧される。
実質公債費比率は11.4％で昨年度と比較して0.1ポイン
ト上昇しており、直近の3年間では緩やかな上昇となっ
ている。歳入の大半を占める地方交付税については、合
併算定替えの特例が令和元年度で終了し、標準算定に基
づく交付税額となったが、新たに地域社会再生事業費
が追加されたことなどで、対前年度比で4.9ポイントの
増となった。しかし、新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により、今後の景気の大きな下降が見込まれ、税収

も大幅に減額となることが想定される。更には、地方債
の償還額増加により財政状況の悪化が懸念される。この
様な状況下で、今後、町財政を圧迫することが確実に見
込まれる公共施設の改修、改築等については、公共施設
個別計画において利用需要に見合った適正な整備や、大
規模改修が短期間に集中しないよう将来を見据えた計画
的な管理が求められる。今後、行財政改革を含め、町政
を継続運営するための適正な財政規模を模索するなど、
将来に向けて次世代に負担を残さない財政の運営と、健
全化を目指すことが重要である。　　　（長石　幸男）

議会選出監査委員から

借り入れの
返済金です。

ごみ・し尿の
処理費等です。

福祉に使う
お金です。

134億
4195万円

一　般　会　計一　般　会　計令和２年度令和２年度



工事契約を締結しました

議第39号　貯木場敷地造成工事
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8月会議は8月3日の１日間で行われ8件の議案等が議決されました。

議第38号　一般会計補正予算（第3号）
7500万円　増額

専決処分の承認及び委員会から提案
承認第3号
　鏡野町心身障害者医療費給付条例の一部
　を改正する条例の一部改正について
　岡山県心身障害者医療費公費負担制度の運用の見
直しに伴い、条例の一部を改正したので議会の承認
を求める。

発議第5号
　町長の専決処分事項の指定についての
　一部改正について
　地方自治法第180条第1項の規定により町長にお
いて専決処分できる事項を追加するため。

８月会議で決まりました８月会議で決まりました

工　事　費：１億1250万960円
契約の相手方：株式会社　中西工業所
完成予定日：令和４年３月15日
工 事 内 容：町産材の利用拡大を目的に河内地内
　　　　　　　に貯木場を整備する。

議第40号　鏡野町物産館「夢広場」改修工事
工　事　費：１億477万9246円
契約の相手方：株式会社　鏡水
完成予定日：令和４年３月15日
工 事 内 容：施設整備後20年以上経過したため、老
　　　　　　　朽化に伴い改修する。外壁塗替え、空調
　　　　　　　更新、LED化、中庭を駐車場にする。

議第41号　大釣橋橋梁修繕工事
工　事　費：7150万円
契約の相手方：中国防災工業　株式会社　
完成予定日：令和４年３月15日
工 事 内 容：橋梁の長寿命化計画に基づき点検を
　　　　　　　行った結果、修繕する必要があると
　　　　　　　判断された。橋の塗装、塗替え、桁
　　　　　　　下を補修する。
　　　　　　　※紅葉の期間中のみ片側通行とします

〇議場の各席にタブレット端末用の
　コンセントを整備 ……………………………60万円
〇上齋原除雪車庫老朽化で撤去等 ……1407万5千円
〇本庁舎手洗い感知式自動水洗化……………250万円
〇高校生通学助成の申請件数増により…44万円4千円
〇新型コロナウイルスワクチン接種事業費……1875万円
　　　　　　　　　 （976万6千円・898万4千円）
〇起業者支援事業費……………………………600万円
〇休業協力事業者支援事業……………2513万1千円
　（5/19～6/20　町が休業要請した指定管理施設）
〇恩原高原スキー場の人工芝撤去費及び
　「花美人の里」修繕費………………………750万円

全議案は全会一致で可決となりました（賛成：13、反対：0、欠席：1名、議長は表決に加わらない。

多目的公園敷地造成工事
＜西工区＞　議第42号
工　事　費：4844万4968円
契約の相手方：井上建設　有限会社
＜東工区＞　議第43号
工　事　費：7295万1340円
契約の相手方：和光建設工業　株式会社　

完成予定日：令和４年３月15日
工 事 内 容：盛り土が主な造成工事
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岡田 高幸［おかだ たかゆき］ 議員

非常に大きな財源も必要であり、
慎重にならざるをえない

農業機械導入の補助金を
再度考えてはいないか

質問質問
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あ
ま
り
目
に
触
れ

て
い
な
い
と
の
こ
と
な
の

で
、
積
極
的
な
広
報
、
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 
ま
た
、
毎
年
必
ず
「
作

州
か
が
み
の
森
林
組
合
」

の
広
報
に
は
、
特
に
造
林

に
つ
い
て
の
補
助
事
業
に

つ
い
て
周
知
記
事
を
載
せ

て
あ
る
。

　
　
　
奥
津
河
内
地
内
の

　
　
町
貯
木
場
完
成
後
の

森
林
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
、
各
事
業
者

が
小
規
模
に
木
材
を
集
積

し
て
お
り
非
効
率
で
あ
る
、

事
業
者
の
収
入
確
保
や
大

変
材
質
が
良
い
と
さ
れ
る

作
州
ヒ
ノ
キ
の
町
産
材
ブ
ラ

ン
ド
化
を
見
据
え
、
安
定

供
給
基
地
と
し
て
利
用
促

進
・
森
林
整
備
の
拡
大
に

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
農
林
業
の
担
い
手

　
　
不
足
問
題
で
、
集
落

営
農
を
担
い
手
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
が
、
構
成

員
自
体
の
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
ど
の
様
な
施
策
を

考
え
て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
集
落
営
農
組
織
は

地
域
農
業
を
支
え
る
重
要

な
担
い
手
と
考
え
る
が
、

町
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
い
て
、
将
来
的
に
他
の

営
農
組
織
や
第
三
セ
ク
タ

ー
へ
の
統
合
も
検
討
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

現
在
第
三
セ
ク
タ
ー
三
法

人
の
統
合
を
視
野
に
入
れ

た
展
開
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
集
落
営
農
組
織
と

の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、

協
議
を
開
始
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
都
会
か
ら
の
農
林

　
　

業
へ
の
就
業
支
援
、

移
住
定
住
支
援
の
取
組
、

町
内
在
住
者
の
新
規
就

農
・
就
業
支
援
に
つ
い
て
。

　
　
町　
長

　
　
　
町
と
し
て
も
、
都

心
か
ら
の
新
た
な
担
い
手

の
参
入
は
貴
重
な
人
材
確

保
の
一
つ
と
し
て
認
識
し

て
い
る
。
岡
山
県
が
首
都

圏
で
行
う
移
住
相
談
会
や
、

林
野
庁
主
催
の
「
森
林

（
も
り
）
の
仕
事
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
す

る
。
ま
た
、
林
業
に
関
し

て
は
、
企
業
支
援
事
業
で

の
１
０
０
万
円
の
補
助
や
、

担
い
手
育
成
の
た
め
の
、

全
国
で
も
類
を
見
な
い
手

厚
い
制
度
「
林
業
就
業
者

支
援
事
業
」
が
あ
る
。
農

業
で
は
、
従
前
よ
り
実
施

の
新
規
就
農
奨
励
金
１
０

０
万
円
を
、
三
年
で
支
給

す
る
制
度
や
、
農
業
委
員

会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

空
き
家
付
き
農
地
の
取
得

に
関
し
て
、
農
地
法
に
よ

る
下
限
面
積
を
引
き
下
げ

て
農
業
者
へ
の
参
入
促
進

を
行
う
。

全
国
的
に
も
誇
れ
る
「
鏡
野
町
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
条
例
」
が
あ
り
、

よ
り
豊
か
な
状
態
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
森
林
（
も
り
）
づ
く
り
を
行
う

町
内
森
林
の
付
加
価
値
と
町
内
産
材
の

販
売
・
利
用
促
進
に
つ
い
て

質問質問

答弁答弁

〇議員は選挙区内にある者に対して、暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことは禁止されています。
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

〇議員は選挙区内にある者に対して、寄付をすることは禁止されています。

藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

小児科医や眼科医とも相談の上で
検討していきたい

３歳児検診に屈折異常を検査できる
機械の導入を

質問質問

答弁答弁

▲夏休みおやつの時間
▲夏休みの放課後
　児童クラブ

▲スポットビジョンスクリーナー
〈携帯型視機能検査機器〉

答答答答
　
　
　
３
歳
児
検
診
で
視

　
　
力
検
査
が
ど
の
よ
う

に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
弱
視
あ
る
い
は
目

の
異
常
が
見
逃
さ
れ
る
と

治
療
が
遅
れ
、
将
来
に
お

い
て
十
分
な
視
力
が
得
ら

れ
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
３
歳
児
検
診
を
重

要
な
検
診
と
認
識
し
て
い

る
。
保
護
者
へ
は
、
事
前

に
説
明
書
で
視
力
の
重
要

性
を
伝
え
て
い
る
。
現
在

行
っ
て
い
る
検
査
で
は
、

事
前
に
保
護
者
が
実
施
し

た
視
力
検
査
の
結
果
と
目

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
持
参
し
て
も
ら
い
、

問
診
票
と
併
せ
て
保
健
師

が
確
認
し
、
小
児
科
医
が

診
察
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
家
庭
で
行
う
視
力

　
　
検
査
は
問
題
な
く
で

き
て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
子
ど
も
の
発
達
の

状
況
、
家
庭
の
環
境
に
よ

り
、
検
査
が
実
施
で
き
ず
、

受
診
す
る
ケ
ー
ス
が
数
件

あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
検

診
会
場
内
で
実
施
し
て
い

る
。 問問

答答 問問答答 問問

問問

答答答答 問問問問

答答答答 問問問問

答答 問問

　
　
　
視
力
検
査
は
家
庭

　
　
で
は
難
し
い
。
特
に

最
近
は
ピ
ン
ト
が
合
う
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
。
そ

の
様
子
に
保
護
者
が
気
づ

く
の
は
よ
い
こ
と
だ
が
、

正
確
に
把
握
す
る
た
め
、

津
山
市
で
も
活
用
さ
れ
、

信
頼
性
が
高
い
検
査
機
を

導
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
町　
長

　
　
　
小
児
科
医
、
眼
科

医
と
も
相
談
し
た
上
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

 

1.2
㎏
の
ハ
ン
デ
ィ

　
　
で
、
誰
で
も
す
ぐ
使

え
、
デ
ー
タ
も
す
ぐ
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
る
と
て

も
便
利
な
機
械
な
の
で
ぜ

ひ
検
討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
　
　
保
健
福
祉
課
特
命
参
事

　
　
　
具
体
的
に
補
助
金

の
要
綱
を
見
て
か
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
　
ブ
の
指
導
員
が
工
夫

や
悩
み
を
語
り
合
え
る
場

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
７
か
所
あ
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
責
任
者

会
議
で
活
動
報
告
、
困
り

ご
と
相
談
、
多
様
化
す
る

保
護
者
対
応
等
の
意
見
交

換
、
情
報
共
有
を
行
い
、

保
育
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
　
　
指
導
員
の
方
は
ど

　
　
ん
な
研
修
を
受
け
ら

れ
て
い
る
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
通
常
の
指
導
員
の

認
定
資
格
研
修
の
他
に
県

や
町
が
主
催
す
る
研
修
も

行
っ
て
い
る
。
今
、
指
導

員
だ
け
で
解
決
し
に
く
い

案
件
も
増
え
て
き
て
い
る

の
で
、
今
年
度
は
岡
山
大

学
准
教
授
の
研
修
を
対
面

で
実
施
し
全
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
で
日
頃
の
育
成
支

援
の
充
実
を
図
り
た
い
。

　
　
　
多
子
家
庭
で
は
負

　
　
担
が
大
変
な
の
で
考

慮
し
て
欲
し
い
と
い
う
要

望
が
あ
る
。
半
額
補
助
等
、

負
担
軽
減
が
で
き
な
い
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
、
保
護
者
に

月
１
万
円
の
利
用
料
と
３

０
０
円
の
傷
害
保
険
料
を

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
保
育
時
間
の
長
期
休

業
中
も
料
金
は
変
更
し
て

い
な
い
。
お
や
つ
代
や
教

材
費
も
含
ま
れ
、
保
護
者

の
方
々
に
は
理
解
い
た
だ

い
て
い
る
と
思
う
。

　
　
　
２
人
と
か
３
人
の

　
　
お
子
さ
ん
が
学
童
保

育
を
利
用
し
て
い
る
家
庭

が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
３
人
以
上
が
多
子

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
児

童
ク
ラ
ブ
で
は
２
，
３
例

で
あ
る
。
２
人
の
児
童
が

通
っ
て
い
る
家
庭
数
は
、

今
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
　
　
対
象
数
は
少
な
く
、

　
　
財
政
負
担
は
多
く
な

い
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
子
育
て
家
庭
の
経

済
支
援
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
は
考
え
て
い
る
。
多

子
世
帯
だ
け
の
減
額
で
は

な
く
住
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
実
際
に
収
入
が
困
窮

さ
れ
て
い
る
方
の
こ
と
も

併
せ
て
検
討
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
考
え
て

い
る
。

子
育
て
家
庭
の
経
済
的

支
援
と
し
て
協
議
す
る　

質問質問

答弁答弁 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
料
の
負
担
軽
減
を

▲夏休みおやつの時間
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答答
　
　
　
２
０
１
７
年
度
か

　
　
ら
の
年
間
２
千
万
円
、

５
年
で
１
億
円
の
寄
付
に

よ
る
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
（
ホ
ウ
素

中
性
子
捕
捉
療
法
）
の
教

育
・
研
究
の
成
果
に
つ
い

て
、
協
定
書
十
条
に
て
ら

し
町
は
ど
う
と
ら
え
て
い

る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
岡
山
大
学
に
お
い

て
、
中
性
子
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
を
運
営
さ
れ
て
い

る
経
費
の
一
部
に
、
鏡
野

町
か
ら
の
寄
付
金
が
充
て

ら
れ
、
事
業
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
大
学
院
保
健
学
科
研

究
科
に
「
中
性
子
医
療
コ

ー
ス
」
が
開
設
さ
れ
、
学

生
も
学
び
始
め
て
い
る
と

い
っ
た
状
況
や
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締

結
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
、
こ
の
四
年
間
に

お
い
て
の
実
績
は
出
て
き

て
い
て
、
着
実
に
成
果
は

上
が
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問問

答答 問問

問問

答答

答答

問問

　
　
　
岡
山
大
学
の
中
性

　
　
子
照
射
施
設
に
つ
い

て
、
２
０
２
０
年
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
投

資
意
欲
は
大
幅
に
減
退
し
、

計
画
は
頓
挫
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
大
学
か
ら
の
説
明

で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
、
投
資
の
話
が
頓
挫

し
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い

た
。
非
常
に
残
念
な
話
で

あ
る
が
、
「
コ
ロ
ナ
が
収

束
す
れ
ば
、
次
の
景
色
が

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。
」
と
言
っ
て
お
り
、

次
の
チ
ャ
ン
ス
に
期
待
し

た
い
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
ル
ス
禍
の
長
期
化
は
、

子
ど
も
た
ち
・
子
育
て
家

庭
に
経
済
的
に
も
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
い
る
と
感

じ
る
。
悲
惨
な
生
活
環
境

に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
、
子
育
て
家

庭
に
経
済
的
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
、
町
と
し
て

独
自
の
対
策
は
で
き
な
い

か
。

　
　
町　
長

　
　
　
長
引
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
失
業
や
収
入

減
少
に
な
っ
た
子
育
て
世

帯
に
対
し
、
今
年
度
も
国

の
制
度
と
し
て
児
童
一
人

当
た
り
一
律
５
万
円
の
支

給
を
行
っ
て
い
る
。
町
独

自
の
給
付
金
の
支
給
等
に

つ
い
て
は
、
現
在
考
え
て

な
い
が
、
今
後
の
感
染
状

況
に
よ
っ
て
は
支
援
策
を

検
討
し
た
い
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
も
、
新

　
　
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
収
束
が
見
え
な
い

状
況
で
、
家
計
が
苦
し
く

な
っ
た
時
に
、
食
費
は
必

ず
減
ら
さ
れ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
必
要
な
３
食
栄

養
の
あ
る
も
の
を
食
べ
る

機
会
を
確
実
に
す
る
た
め
、

単
年
度
で
も
義
務
教
育
の

給
食
費
無
償
化
を
実
現
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
学
校
給
食
は
、
お

い
し
く
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
で
き
る

だ
け
地
元
産
の
食
材
が
確

保
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
給
食
費
の
支
払
い
が
困

難
な
家
庭
に
つ
い
て
は
、

就
学
援
助
制
度
を
活
用
し
、

負
担
の
軽
減
を
行
っ
て
い

て
、
可
能
な
ご
家
庭
に
は

ご
負
担
い
た
だ
き
、
確
保

で
き
た
財
源
で
支
援
員
や

講
師
の
充
実
な
ど
を
図
る

こ
と
の
ほ
う
が
大
切
だ
と

考
え
る
。

町
独
自
の
給
付
金
な
ど
は
現
在
考
え
て
な
い
が
、

感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
支
援
対
策
を
検
討
し
た
い

コ
ロ
ナ
禍
中
の
子
ど
も
た
ち
・
子
育
て

家
庭
に
町
独
自
の
対
策
は
で
き
な
い
か

質問質問

〇議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れは禁止されています。

一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

答弁答弁

花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員

この４年間においての実績は出ており、
着実に成果は上がっている

教育・研究に関する町と岡山大学との
連携について成果はあったのか

質問質問

答弁答弁



一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

かがみの議会だより・第10号 10

一
般
会
計
決
算
報
告

８

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員は選挙区内にある者に対して、病気見舞い金を出すことは禁止されています。

牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

今年９月７日に合同点検を実施し
協議をしている

町内の通学路の安全確保には
どのように取り組んでいるのか

質問質問

答弁答弁

答答答答
　
　
　

町
内
の
通
学
路
、

　
　
交
差
点
で
の
危
険
箇

所
や
問
題
点
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
鏡
野
町
で
は
平
成

27
年
に
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
。
各

学
校
か
ら
報
告
の
あ
っ
た

危
険
箇
所
に
つ
い
て
、
警

察
や
県
民
局
を
含
む
関
係

機
関
で
定
期
的
に
合
同
点

検
を
実
施
。
今
年
は
９
月

７
日
に
実
施
し
協
議
を
行

っ
た
。

　
　
　
町
内
に
あ
る
危
険

　
　
箇
所
を
ゼ
ロ
に
近
づ

け
て
い
く
た
め
に
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　

学
校
か
ら
上
が
っ

て
き
た
報
告
箇
所
は
38
箇

所
あ
り
、
そ
の
内
で
精
査

を
し
、
今
回
28
箇
所
を
危

険
箇
所
と
し
て
把
握
し
て

い
る
。
町
道
の
場
合
は
首

長
に
、
県
道
の
場
合
は
県

民
局
、
横
断
歩
道
は
警
察

署
な
ど
に
お
願
い
を
し
て

問問問問

答答 問問

答答 問問

答答 問問

答答 問問

い
く
。

　
　
　
国
道
１
７
９
号
の

　
　
交
差
点
か
ら
南
方
面

へ
の
小
田
公
民
館
前
交
差

点
ま
で
の
道
は
町
道
で
あ

り
、
上
森
原
・
下
森
原
・

馬
場
地
区
の
子
ど
も
た
ち

の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
鶴
喜
保
育
園
の
建

設
計
画
に
あ
た
り
、
現
在

の
通
学
路
の
安
全
確
保
を

含
め
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
下
森
原
地
区
内
を

中
心
に
施
設
計
画
を
進
め

て
行
く
と
思
う
。
そ
の
際

に
は
通
学
路
の
安
全
対
策

が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
地

域
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た

だ
け
る
施
設
の
建
設
を
含

め
た
協
議
の
場
を
整
え
て

い
く
。

　
　
　
今
年
度
か
ら
小
・

　
　
中
学
校
で
パ
ソ
コ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
配

置
さ
れ
た
授
業
が
行
わ
れ

て
い
る
。
現
在
、
デ
ジ
タ

ル
機
器
導
入
に
よ
る
子
ど

も
た
ち
の
授
業
内
容
や
理

解
度
、
授
業
の
雰
囲
気
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
授
業
の
雰
囲
気
は

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
デ

ジ
タ
ル
機
器
は
文
房
具
の

一
つ
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
自
然
に
受
け
止
め
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
。
教
員

も
学
校
の
様
々
な
場
面
で

活
用
で
き
る
よ
う
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
な
ど
に
よ
る
研

修
を
計
画
的
に
進
め
て
い

る
。
理
解
度
に
つ
い
て
は

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
、
そ
の
効
果
の
検
証

は
こ
れ
か
ら
と
な
る
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

　
　
感
染
症
対
策
と
し
て

学
校
閉
鎖
や
一
時
休
校
、

ま
た
、
病
気
や
怪
我
に
よ

る
入
院
時
に
、
子
ど
も
た

ち
が
学
校
以
外
で
授
業
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
整
備
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
整
備
は
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と

し
て
対
応
で
き
る
の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
は
今

後
準
備
が
で
き

次
第
進
め
て
い

く
。

　
　
　
現
在
導
入
の
デ
ジ

　
　
タ
ル
機
器
は
学
校
内

だ
け
の
使
用
制
限
と
な
っ

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
学

校
以
外
で
も
使
用
可
能
な

の
か
。

　
　
学
校
教
育
課
長

　
　
　
現
在
は
学
校
内
の

み
使
用
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
家
庭
で
も
使
用
で

き
る
環
境
整
備
を
考
え
て

い
る
。

少
し
ず
つ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が

進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
の
運
営
状
況
は

質問質問

答弁答弁

▲小田公民館前交差点



一
問
一
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方
式

一
般
質
問
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般
質
問
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一
般
会
計
決
算
報
告

８

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員は選挙区内にある者に対して、お中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

仲西 祐一［なかにし ゆういち］ 議員

質問質問

目標、指標の捉え方が適切でない事務事業があることは
確かである。適切な評価に基づき、適切に行うように努める

行政評価の考え方として、事業の目的や目標とずれている部分が
かなりある。目標数字も改善は見られてない。見解を伺う

答弁答弁

答答

答答

答答
　
　
　
今
の
状
況
を
見
た

　
　
と
き
に
、
今
の
シ
ー

ト
で
し
っ
か
り
と
し
た
目

標
設
定
と
か
事
業
の
振
り

返
り
が
で
き
て
い
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
総
合
政
策
室
長

　
　
　
議
員
の
御
指
摘
の

と
お
り
、
目
標
が
曖
昧
な

部
分
や
、
毎
年
同
じ
結
果

が
出
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

改
善
を
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
、
本
年
度
、
行
財

政
改
革
の
推
進
本
部
を
設

置
し
て
、
再
構
築
を
行
う
。

　
　
　
効
率
的
な
行
財
政

　
　
運
営
の
推
進
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
無
駄
な

も
の
を
省
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ

の
労
力
を
進
め
た
い
と
こ

ろ
に
力
を
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
総
合
政
策
室
長

　
　
　
無
駄
な
も
の
を
省

く
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

御
提
案
は
あ
り
が
た
い
。

ま
た
内
部
で
検
討
し
、
調

整
は
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
う
。

問問問問

答答 問問

答答

問問

　
　
町　
長

　
　
　
こ
れ
か
ら
点
検
す

る
に
当
た
り
、
御
意
見
を

十
分
参
考
に
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
岡
山
大
学
の
寄
附

　
　
講
座
に
年
間
２
，
０

０
０
万
円
の
寄
附
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
て
５
年
、

本
年
度
で
合
計
１
億
円
の

寄
附
を
行
っ
て
い
る
。
い

ま
だ
は
っ
き
り
と
し
た
研

究
成
果
が
出
て
い
な
い
し
、

研
究
施
設
等
の
話
も
進
ん

で
い
な
い
。
今
後
も
追
加

で
寄
附
を
行
う
の
か
、
そ

し
て
現
在
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
を
伺
う
。

　
　
町　
長

　
　
　
今
年
度
、
５
年
の

一
区
切
り
を
迎
え
る
中
に

お
い
て
、
今
ま
で
の
状
況

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

岡
山
大
学
が
今
後
ど
の
よ

う
な
進
め
方
を
し
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ

か
り
聞
い
た
上
で
、
今
後

も
寄
附
講
座
を
続
け
て
い

く
の
か
な
ど
に
つ
い
て
答

え
を
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
構
想
が
早
い

　
　
段
階
で
進
め
ば
、
鏡

野
町
に
と
っ
て
い
い
結
果

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

研
究
開
発
と
い
う
も
の
は

簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

寄
附
の
金
額
も
１
億
円
に

上
っ
て
い
る
。
今
後
、
研

究
が
長
引
い
た
場
合
、
さ

ら
に
追
加
の
寄
附
が
必
要

に
な
る
。
費
用
対
効
果
を

ど
の
よ
う
に
試
算
を
し
て

い
る
の
か
、
そ
し
て
町
民

の
方
々
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
取
組
は
ど
う

い
っ
た
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
寄
附
を
継
続
す
る

か
と
い
う
御
質
問
だ
が
、

現
時
点
で
決
定
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
仮
に
施

設
を
造
る
こ
と
の
み
を
考

え
て
も
、
ど
こ
が
事
業
主

体
と
な
る
の
か
、
様
々
な

こ
と
を
考
え
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
。
そ
の
組

立
て
に
よ
り
、
町
の
関
わ

る
度
合
い
、
あ
る
い
は
必

要
と
な
る
費
用
も
変
わ
っ

て
く
る
と
思
う
。
現
段
階

で
は
費
用
対
効
果
の
試
算

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

ウ
ラ
ン
の
ふ
る
里
研
究
エ
リ
ア
の
整
備
に
つ
い
て

質問質問
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問
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般
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一
般
会
計
決
算
報
告

８

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れは禁止されています。

片田 八重美［かたた やえみ］ 議員

引き続き活動を支援し未加入地区の
加入推進を図りたい

自主防災組織を全ての町民に
周知する手立ては

質問質問

答弁答弁

▲河川監視カメラ（上齋原）

答答答答
　
　
　
地
域
の
自
主
的
な

　
　

防
災
活
動
と
し
て

「
鏡
野
町
自
主
防
災
組

織
」
の
認
定
が
、
平
成
18

年
か
ら
始
ま
っ
た
。
加
入

件
数
は
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
活
動
支
援
や
指
導
を

し
て
き
た
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
、
75
団
体
を

認
定
。
認
定
後
は
、
各
地

区
で
防
災
出
前
講
座
の
開

催
、
活
動
事
例
資
料
集
な

ど
を
配
布
し
て
き
た
。
ま

た
、
県
と
共
催
に
よ
る
防

災
講
演
会
の
開
催
も
実
施
。

今
後
に
お
い
て
も
、
組
織

の
活
動
や
資
材
な
ど
の
購

入
へ
の
補
助
金
の
交
付
を

行
う
な
ど
、
引
き
続
き
自

主
防
災
活
動
に
支
援
、
更

に
は
、
未
加
入
地
区
の
加

入
推
進
を
図
り
た
い
。

　
　
　
自
主
防
災
組
織
を

　
　
一
同
に
集
め
て
の
合

同
研
修
会
な
ど
は
実
施
し

て
い
る
か
。

　
　
町　
長

　
　
　
地
区
長
や
、
自
主

防
災
組
織
の
代
表
者
な
ど

を
対
象
に
、
防
災
講
演
会

な
ど
を
実
施
し
て
き
た
が
、

合
同
研
修
会
の
開
催
に
は

問問問問

答答 問問問問

答答 答答問問問問

答答 答答問問問問

答答 答答 答答問問

至
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、

各
組
織
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
　
い
ざ
と
い
う
時
の

　
　

移
動
手
段
が
な
い
。

地
域
の
誰
に
頼
れ
ば
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
、

高
齢
者
か
ら
避
難
へ
の
不

安
の
声
を
多
く
聴
く
。
警

戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
勧
告

が
廃
止
さ
れ
、
「
必
ず
避

難
」
の
避
難
指
示
に
変
わ

っ
た
。
町
民
へ
の
影
響
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
今
年
５
月
か
ら
法

改
正
さ
れ
、
避
難
指
示
な

ど
３
回
発
令
し
た
が
、
大

き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
。

警
戒
レ
ベ
ル
３
で
高
齢
者

等
避
難
開
始
、
警
戒
レ
ベ

ル
４
で
避
難
指
示
、
警
戒

レ
ベ
ル
５
で
緊
急
避
難
指

示
と
、
３
段
階
に
な
っ
た
。

更
に
、
避
難
方
法
も
、
安

全
な
ら
自
宅
の
２
階
へ
避

難
、
親
せ
き
や
知
人
宅
へ

の
避
難
な
ど
新
た
な
方
法

が
示
さ
れ
、
わ
か
り
や
す

い
避
難
情
報
が
発
令
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
高
齢
者
、
障
が
い

　
　
者
な
ど
、
安
心
し
て

避
難
す
る
た
め
に
「
個
別

避
難
計
画
」
が
作
ら
れ
て

い
る
と
聞
く
が
、
そ
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
町　
長

　
　
　
現
在
、
く
ら
し
安

全
課
、
保
健
福
祉
課
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し

て
進
め
て
い
る
。
８
月
31

日
に
、
町
と
社
会
福
祉
協

議
会
と
で
、
業
務
委
託
契

約
を
交
わ
し
、
準
備
を
進

め
て
い
る
。
今
年
度
中
に

は
、
富
の
５
地
区
か
ら
始

め
て
い
く
。

　
　
　
自
主
防
災
組
織
は
、

　
　
消
火
班
、
避
難
誘
導

班
な
ど
５
つ
の
班
で
編
成

し
て
い
る
。
こ
の
体
制
を
、

全
て
の
町
民
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
だ
。
全

町
民
が
知
る
よ
う
充
実
さ

せ
て
欲
し
い
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
引
き
続
き
周
知
し

た
い
。

　
　
　
町
内
に
は
37
か
所

　
　
の
指
定
避
難
所
が
あ

る
。
「
緊
急
避
難
場
所
」

も
、
新
た
に
指
定
さ
れ
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
34

か
所
の
明
記
だ
が
、
ど
こ

が
追
加
さ
れ
た
の
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
プ
ラ
ン
ト
５
、
道

の
駅
奥
津
温
泉
の
駐
車
場
。

近
衛
、
至
考
農
、
上
齋
原

３
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
の
５
か
所
を
、
緊
急

避
難
場
所
と
し
て
指
定
。

指
定
避
難
所
に
は
、
各
振

興
セ
ン
タ
ー
、
ペ
ス
タ
ロ

ッ
チ
館
を
追
加
。
ま
た
、

今
年
度
中
に
は
改
訂
版
を

配
布
す
る
予
定
だ
。

　
　
　
妊
婦
の
方
、
障
が

　
　
い
者
の
方
が
避
難
す

る
場
合
の
配
慮
は
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
要
望
が
あ
れ
ば
間

仕
切
り
テ
ン
ト
、
パ
ー
テ

イ
シ
ョ
ン
、
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
な
ど
を
届
け
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
す
る
。

　
　
　
停
電
等
が
長
引
く

　
　
と
発
電
機
が
必
要
だ

が
備
わ
っ
て
い
る
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　

各
セ
ン
タ
ー
に
、

非
常
用
発
電
機
を
設
置
。

携
帯
用
発
電
機
21
台
、
追

加
で
13
台
増
設
。
12
分
団

に
一
台
ず
つ
備
え
て
い
る
。

　
　
　
橋
に
水
位
が
確
認

　
　
で
き
る
「
警
戒
ラ
ン

プ
（
回
転
灯
の
よ
う
な
も

の
）
」
の
設
置
は
で
き
な

い
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
今
年
度
は
、
河
川

監
視
カ
メ
ラ
を
３
台
追
加

し
、
設
置
す
る
予
定
。
回

転
灯
は
、
他
市
町
村
の
様

子
を
見
な
が
ら
考
え
た
い
。

　
　
町　
長

　
　
　
危
な
い
時
は
橋
に

は
近
寄
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
い
る
。
予
算

の
こ
と
も
あ
る
。
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
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一
般
会
計
決
算
報
告

８

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

〇議員や後援会が有料の挨拶広告を出すことは禁止されています。

鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員

近隣市町の状況も踏まえながら、保護者
の多様なニーズに応えられよう検討する

子育て世代に選ばれる環境づくり
として、今後の方針と取組は

質問質問

答弁答弁

答答 後
期
基
本
計
画
１-

６
子

育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い

て
　
　
　
子
育
て
世
代
の
家

　
　
庭
生
活
や
働
き
方
の

実
態
、
ニ
ー
ズ
は
多
様
化

し
て
い
る
。
子
育
て
と
仕

事
の
両
立
、
ま
た
子
育
て

世
代
に
選
ば
れ
る
環
境
づ

く
り
と
し
て
、
今
後
の
方

針
と
取
組
は
。

　
　
教
育
長

　
　
　
令
和
２
年
度
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
子
育
て

し
や
す
い
町
だ
と
思
い
ま

す
か
」
の
問
い
へ
の
肯
定

的
回
答
の
割
合
は
約
９
割

と
高
い
。
町
民
の
期
待
に

応
え
る
よ
う
、
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
引

き
続
き
尽
力
し
て
い
き
た

い
。
入
園
は
、
生
後
７
か

月
か
ら
の
受
入
れ
を
行
っ

て
い
る
。
受
入
れ
の
月
齢

を
早
め
る
に
は
体
制
の
整

備
も
必
要
。
可
能
か
ど
う

か
を
見
極
め
、
近
隣
市
町

の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
よ
う
検
討
す
る
。

問問

答答 問問

答答

答答

問問

子
ど
も
の
登
下
校
時
の
安

全
・
安
心
に
つ
い
て

　
　
　
塚
谷
か
ら
鶴
喜
小

　
　
学
校
へ
の
通
学
路
で

は
、
歩
道
が
狭
く
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
が
な
い
。
大
型

ト
ラ
ッ
ク
も
時
折
通
行
し
、

大
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
。
こ
の
よ
う
な
危
険

な
通
学
路
が
町
内
に
何
箇

所
あ
り
、
そ
の
整
備
予
定

は
。
ま
た
、
不
審
者
に
対

し
て
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

等
、
整
備
に
つ
い
て
今
後

の
方
針
は
。

　
　
教
育
長

　
　
　
通
学
路
の
危
険
箇

所
は
、
毎
年
度
、
各
学
校

や
園
が
保
護
者
や
職
員
の

意
見
を
取
り
ま
と
め
学
校

教
育
課
に
報
告
し
、
対
応

が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

は
区
長
を
通
じ
て
建
設
課
、

く
ら
し
安
全
課
な
ど
に
要

望
を
出
す
。
今
年
度
は
38

箇
所
報
告
が
あ
っ
た
。
今

年
度
、
鏡
野
町
通
学
路
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
き
、
警
察
、
県
民
局
、

町
内
の
関
係
部
署
に
よ
る

合
同
点
検
を
実
施
。
そ
れ

ぞ
れ
の
機
関
で
ど
の
よ
う

な
対
応
が
可
能
か
を
協
議

し
て
い
る
。
今
後
、
対
応

が
可
能
な
箇
所
は
で
き
る

限
り
速
や
か
に
対
策
を
行

う
。
警
察
や
県
の
対
応
が

必
要
な
箇
所
は
お
願
い
を

し
て
い
く
。
真
加
部
、
宗

枝
地
区
の
歩
道
の
整
備
、

竹
田
、
布
原
地
内
の
歩
道
、

下
森
原
、
円
宗
寺
地
内
の

交
差
点
待
機
場
所
の
整
備

を
予
定
。
通
学
路
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い

て
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応

が
可
能
か
を
早
急
に
関
係

課
で
協
議
し
対
策
を
講
じ

る
。
通
学
路
の
防
犯
カ
メ

ラ
は
現
在
、
奥
津
地
域
久

泉
地
区
と
富
西
谷
地
区
に

設
置
。
地
域
に
よ
り
未

来
・
希
望
基
金
な
ど
を
活

用
し
防
犯
カ
メ
ラ
を
取
り

付
け
て
い
る
。
今
後
は
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
の
で
、
引

き
続
き
地
域
や
警
察
な
ど

多
く
の
方
々
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
町
と
し
て
も
可

能
な
対
応
を
で
き
る
限
り

行
っ
て
い
く
。

　
　
町　
長

　
　
　
旧
態
依
然
と
し
た

道
路
体
系
を
少
し
ず
つ
整

備
し
て
い
る
。
計
画
路
線

を
し
っ
か
り
捉
え
、
特
に

重
要
性
の
高
い
と
こ
ろ
か

ら
進
め
て
い
る
。

　
　
　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
飲

　
　
酒
運
転
や
携
帯
電
話

の
操
作
と
い
っ
た
、
危
険

因
子
も
あ
る
が
、
車
が
突

っ
込
ん
で
き
て
も
子
ど
も

た
ち
の
命
が
守
れ
る
よ
う

な
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置

等
は
是
非
と
も
前
向
き
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
も
同
様
で
、
家
と
家

と
の
距
離
が
あ
る
所
で
は
、

防
犯
ブ
ザ
ー
を
近
所
の
方

に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
な

い
。
事
件
が
起
こ
っ
て
か

ら
報
告
を
し
て
も
防
止
に

な
ら
な
い
。
そ
こ
に
防
犯

カ
メ
ラ
が
あ
る
か
ら
こ
そ

事
件
の
抑
制
に
も
な
る
が
。

　
　
町　
長

　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
は
抑

止
力
に
も
な
る
。
費
用
も

か
な
り
高
額
だ
が
、
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
整
備
を
し

て
い
く
。

特
に
重
要
性
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
る

危
険
な
通
学
路
の
整
備
予
定
は

質問質問

答弁答弁
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一
般
会
計
決
算
報
告

８

月

会

議

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

９

月

会

議

鏡野町議会10月会議で
沖田議員に対する除名の懲罰を
可決しました

【
9
月
10
日
】

懲
罰
動
議
を
町
議
会

議
長
に
提
出
・
受
理

◀

【
9
月
13
日
】

議
長
か
ら
議
会
運
営

委
員
会
に
諮
問

◀

【
9
月
24
日
⑴
】

議
会
運
営
委
員
会
に

て
本
会
議
に
上
程
す

る
こ
と
を
決
定

◀

【
9
月
24
日
⑵
】

本
会
議
に
て
懲
罰
特

別
委
員
会
の
設
置
を

決
定

◀

【
9
月
24
日
⑶
】

全
員
協
議
会
で
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
協

議

◀

【
9
月
24
日
⑷
】

議
長
の
指
名
に
よ
り
、

懲
罰
特
別
委
員
会
委

員
11
名
を
選
任

【
9
月
24
日
⑸
】

第
一
回
懲
罰
特
別
委

員
会
を
開
催
、
正
・

副
委
員
長
が
選
任
さ

れ
、
委
員
会
の
運
営

方
法
に
つ
い
て
協
議

◀

【
9
月
24
日
⑹
】

懲
罰
特
別
委
員
会
の

正
・
副
委
員
長
を
本

会
議
で
報
告◀

【
9
月
24
日
⑺
】

第
二
回
懲
罰
特
別
委

員
会
を
開
催
、
除
名

の
懲
罰
を
科
す
べ
き

も
の
と
決
定◀

【
9
月
27
日
】

懲
罰
特
別
委
員
会
か

ら
、
審
査
報
告
書
を

議
長
に
提
出◀

【
9
月
29
日
】

議
会
運
営
委
員
会
に

て
、
10
月
５
日
、
本

会
議
に
上
程
す
る
こ

と
を
決
定

沖
田
議
員
に
懲
罰
動
議
が

　
　
提
出
さ
れ
て
か
ら
の
流
れ

議員　沖田清明君に
対する懲罰について発議第11号 令和３年

10月５日
原案
可決

議　決
年月日

議決年月日・採決結果・議員名

議　　　案　　　名

■賛否の状況

なお、沖田議員に対し９月2４日・10月５日の本会議にあたり、議長より弁明の機会を与えられましたが、
いずれもこれを辞退されました。

賛成11名・反対3名　4分の3以上の賛成で可決しました

9月10日付け9名の連署で沖田議員に対する懲罰動議が提出される

採決
結果

原
　
　
章
倫

長
石
　
幸
男

小
椋
　
晶
志

沖
田
　
清
明

岸
　
　
泰
廣

片
田
八
重
美

仲
西
　
祐
一

牧
田
　
俊
一

飯
綱
　
洋
平

花
房
　
　
尚

藤
田
　
照
子

山
本
　
秀
久

難
波
　
達
男

岡
田
　
高
幸

鈴
木
　
大
介

○

×

○

–

○○

×

○○

×

○○○○○

【表示説明】○ ：賛成、×：反対、欠：欠席、－：採決なし

※除名の採決は、地方自治法第135条第3項の規定により、議員の3分の2以上の出席で出席議員の
4分の3以上の賛成で可決されます。また、除名は特別多数決により採決されるため、議長も表決に
加わります。（沖田議員は当該議員のため、除斥となり表決には加われません。）

提案理由　（一部抜粋）
議員として民主的で円滑な議会運営を行い、町民の代表として公正な議論により意思決定を行わなければなら
ない立場にあるにもかかわらず、上記の行為（※同僚議員に対する脅迫、職務強要）により、議員相互間の
自由討議を妨げ、民主主義の根幹を揺るがした。加えて、議長選に伴い、自らに投票しなかったことにより
脅迫を行い、また自らに投票するように脅迫したことにより、町民から職務に関しての不正の疑惑を持たれる
ことは明白であり，議会の品位を著しく失墜させた。したがって、鏡野町議会会議規則１０２条に違反する。
よって、沖田清明議員に除名の懲罰を科すことを求める。

※除名とは、地方自治法第135号第1項に定められている懲罰の一つで、当該議員の身分をはく奪する
ことを言い、議員失職になります。除名処分の効力は、当該処分の議決のときから発生します。
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そ
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他
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告

９

月

会

議

　
岸　
　
泰
廣

◎
副
委
員
長

　
片
田
八
重
美

◎
委
員
長

鏡野町議会議長　　原　章倫
　この度は、町民の皆様に多大なご心配と、ご迷惑をお掛けしましたことを、心よりお詫び
申し上げます。町政史に大きな汚点を残す今回の事案に対し、数多くの疑問の声、ご批判の
声をいただきました。
　今後は一日も早く議会本来の仕事に邁進し、役割を充分に果たしてまいる所存であります。

× 反対　仲西議員
　確かに沖田議員がしたことは、当然懲
罰されるべきで、賛成です。ただ、除名
とまでなると、司法が執行猶予を付けた
ということであれば、再度心を入れ替え
て頑張るというのが執行猶予だと思うし、
合併当時の議長から「懲罰の中で、議員
が議員を裁くのは良くない。という理由
で『除名』という言葉が削除された」と
聞いているので、参考にして判断してい
ただきたい。除名までしなくてもという
のが私の意見です。
× 反対　長石議員
　我々議員というものは、民意によって
選ばれているのであって、議員が議員を
除名するのは、法的にできるかどうか分
かりませんが、いかがなものかと思う。
民意によって選ばれた議員は、民意によ
って裁かれるべきで、規律とか言われれ
ば悪いと思うし、脅したりするのは絶対
悪いことだと思うが、リコールなどで今
一度民意を問い直すべきで、司法の決定
に従うべきだと思う。

○ 賛成　藤田議員
　本来は自分から潔く辞職されるべきだと思う。
町民の皆様から、議会として許すのか、否かと
聞かれることも多く、自由と民主主義を重んじ
なければならない、町民から任された私たちが、
今回のことを許してはいけないと思う。司法の
場でも、政治倫理委員会の決定に従うと言われ、
そのことで執行猶予になったと思う。だがその
約束を反故にされた。本来は自ら潔く辞職、ま
た、辞職勧告に従うべきだが、辞めないことで
多くの声が議会に向けられている。自ら辞職さ
れれば懲罰にかけなくて済むと思う。
○ 賛成　鈴木議員
　議員は町民の期待を背負ってこの場にいる。
町民の皆様が恥ずかしい思いをされている。
様々な疑問を持たれている。そんな疑問や声を
形にしていくのが、議員の職務だと思う。また
長石議員の言われた、民意を問うことについて
は、地方自治法１３６条で、「除名議員の再当
選・除名された議員でも再び当選した議員を拒
むことはできない」と有りますので、次回の選
挙で立候補されて町民の皆様の信任を得れば良
いこと。議会の信用を大きく失墜させた事実を
しっかり受け止め、除名すべきだと思う。

■討論は次の議員が行いました■討論は次の議員が行いました

鏡野町議会懲罰特別委員会報告

賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決しました。

9月24日本会議にて
選任された懲罰特別
委員会委員11名
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反対討論：長石議員・仲西議員
賛成討論：小椋議員・藤田議員・山本議員・難波議員・岡田議員・鈴木議員
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報
特
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委
員
会
】

シリーズ10 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

 「秘密会」とは、公開が原則の会議を非公開で行うことです。
公開が不適当と認められる場合は、本会議では、議長又は議員
３人以上の発議により出席議員の３分の２以上の特別多数決で
秘密会にすることができます。（地方自治法第１１５条第１項）
　会議に諮られた内容は秘密ですので、内容を他人に伝えるな
ど秘密事項を厳守しなかった場合は、議員は懲罰、職員は懲戒
処分に付されます。　　 　　　　　　　　　　　　  （藤田）
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議案の提案理由説明
主な内容と　　き

12月３日㈮ 10:00～
※その他の日程は未定のため、11月以降にお問合せください。

令和３年２月より本会議・常任委員会・全員協議会のライブ
配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【問合せ】議会事務局  0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

次回の発行は令和４年２月１日の予定です。
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（
藤
田
）

秘密会とは？

応募先　〒７０８-０３９２　鏡野町竹田６６０ 鏡野町議会事務局
　　　　電　話　0868-５４-２９２６　ＦＡＸ　0868-５４-４４４５

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル

声

広広 場場
の

このコーナーは、皆様からお寄せ
いただいた質問、ご意見、様々な
「声」を紹介しています。

このコーナーは、皆様からお寄せ
いただいた質問、ご意見、様々な
「声」を紹介しています。

声 良子さんから
匿名

　毎回、鏡野ケーブルテレビで議会中
継を見ていますが、言葉の意味や内容
がよく分かりません。字幕付で放送し
てもらえませんか。

声 二郎さんから
匿名

　住みたい地域には賃貸住宅が町営住宅
しかなく、所得の関係で入居できません。
町営住宅の利用の見直しをしてください。
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